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１０月２１日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 先週は、県下親睦ゴルフ大会に多数ご参加いた
だきまして、誠にありがとうございました。 
 同じく先週、私と木原幹事とで、京都ＲＣの１００周
年記念式典に参加してまいりました。まず、式典が
始まる前に、千玄室大宗匠の追悼式が大変厳かな
雰囲気で行われました。続きまして、記念式典では
４つの記念事業が発表されました。１つ目は、京都
駅前と地下街のポルタとの間にモニュメントを造られ
ました。そこには千玄室大宗匠のお筆で、「未来 今
から一歩」と揮毫されております。２番目は、インドネ
シア日本住血吸虫症根絶事業に取り組まれました。
３番目は、京都ＲＣの奨学金を設立し、チャリティー
コンサートを開催されました。４番目に、新ロータリー
ソング「進めロータリー」というソングを作られました。
作詩が千玄室大宗匠、作曲が小椋桂さんとなって
おります。記念式典の後、祝宴においては、茂山千
五郎さんの「三番叟」というめでたい狂言を披露して
いただき、京都の五花街のきれいな方が５０人来ら
れて祝宴が進められました。 
 さすがに京都ＲＣ１００年の歴史の重みを感じまし
た。会長さんも含めて、我々の知っている方もたくさ
んおられ、重々しい雰囲気で式典が行われました。
総予算１億円が全て自前でということで、すばらしい
事業であったと思います。 
 本日は例会後、吉田ガバナー補佐にご指導いた
だきクラブアッセンブリーを行いますので、よろしくお
願いいたします。 
 そして、本日の例会では、クラブフォーラムとして、
全会員によるグループ討論会を行います。テーマは
「例会の在り方について」とし、良い点、悪い点につ
いて、それぞれのテーブルでご意見をいただきます。 
 
吉田ガバナー補佐ご挨拶 
 本日は例会の後、クラブ協議会に参加させていた
だきますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 
 日頃は、大和高田ＲＣの皆様方には、地区の活動
に何かとご尽力を賜っておりますこと、小﨑ガバナ
ーに代わりまして、御礼申し上げます。地区には、
鈴木様、喜夛様、村島様と、３人のすばらしい会員
にご出向いただき、ご活躍いただいております。３人
の方には、地区とクラブの橋渡しをしていただけたら
幸いかと存じます。 
 いつも申し上げておりますが、ロータリー活動の主
役は各クラブでございます。ここでは、大和高田ＲＣ
が主役なわけでございまして、地区はその応援団と
いう位置づけでございます。ガバナーが応援団長と
するなら、ガバナー補佐の私が副応援団長、そして
また主役の大和高田ＲＣと地区との連絡調整役とい
う役割です。私でお役に立つことがありましたら、何
なりとお申しつけください。 
 遅ればせではございますけれども、池木前会長を
はじめ、昨年度の役員の皆様方、大変お疲れさまで
した。本当に大活躍していただいたと思います。 
 また、本年度は山田会長のメッセージ、「彰往考
来：「過去をあきらかにして、未来を考える」）」というメ
ッセージと、山田会長のリーダーシップの下、ご活躍
されていると聞き及んでおります。高田川への植樹、
６５周年記念式典を行われるという記念すべき年で
あるとも聞いております。大和高田ＲＣが今後ますま
すご活躍ご発展されますこと、そしてメンバーの皆
様方のご健勝ご多幸を心から祈念申し上げてご挨
拶とさせていただきます。本日はよろしくお願い申し
上げます。 
 
幹 事 報 告 
◎クラブアッセンブリーのご案内 
 本日１時４５分 経済会館７階 
◎長期ビジョン検討委員会のご案内 
 １０月２８日（火）１１時３０分から 
◎理事会のご案内 
 １０月２８日（火）例会終了後 
 
ゲ ス ト 
吉田勝亮様（第２６５０地区ガバナー補佐） 
誕 生 日 祝 
村島靖基会員(10月26日) 
創 業 記 念 日 祝 
杉垣輝樹会員(10月23日) 
 
ニ コ ニ コ 箱 
・例会終了後、クラブ協議会に参加させていただき
ます。よろしくお願いいたします。 
 第２６５０地区ガバナー補佐 吉田勝亮様 

 
 米山奨学生卓話 
 「はじめまして、メー・ティ・ロンです」 
     奨学生 Me Thi Long 
        （メー・ティ・ロン）様 
 

本日の例会 (１０月２８日) 

 
 ガバナー公式訪問 
         ガバナー 小﨑  学 様 

次回の例会 (１１月４日) 



・吉田勝亮ガバナー補佐をお迎えして。県下親睦ゴ
ルフ大会ご参加ありがとうございました。 
 山田  博会員 木原常裕会員 
・吉田ガバナー補佐をお迎えして。 
 甲村侑男会員 船木克容会員 村井善治会員 
 池木啓仁会員 杉垣輝樹会員 辻  修会員 
 村野淳二会員 川村英亮会員 藤井宏典会員 
 松村裕玄会員 上田麻子会員 酒本良司会員 
・吉田ガバナー補佐をお迎えして。誕生日祝を頂い
て。 村島靖基会員 
・高田天神社秋祭り、無事に終了しました。 
 村島靖一郎会員 
・座談会、よろしくお願いします。 清水良彦会員 
・コール輪音のコンサートでお世話になりました。 
 堀川巳清会員 
・コール輪音の皆さん、先日は大変お世話になりま
した。 山本忠行会員 
・コーラス指導の杉田先生の門下発表会にてソロで
歌わせていただきました。 酒本將稔会員 
・結婚記念のお祝いを頂いて。 白井健雄会員 
・高市さん万歳！  吉岡弘修会員 
 
第２回クラブフォーラム 
 グループディスカッション 
 テーマ 「例会の在り方について」 
第１グループ  甲村侑男会員 
 問題として挙がったのは、音響施設がよくないとい
うことでした。真ん中から後ろの席では聞こえにくい
ので、改善していただきたいとのご意見でした。 
 また、私語についても、Ｓ.Ａ.Ａ.で「静かにしてくだ
さい」という札をご用意されたようですので、お使い
いただけたらという意見もありました。 
 そして、ロータリアンとして仲間を増やすためにも、
本日のように席を決めていろいろな方とお話しする
のはよいことだという話が出ました。 
 それと、弁当については、会長の時間になっても、
半分以上の方がまだ食事をされておられました。年
を取ると量が食べられませんので、もう少し量を減ら
した上で、よいものを食べやすいようにしていただき
たいということでした。 
 卓話では、レベルの高い先生のお話を聞くのもよ
いが、お腹を抱えて笑えるような講師もお願いした
いという意見もございました。 
 例会以外としては、増強がなかなか難しく、世代交
代が大変だという話もありました。 
 
第２グループ  船木克容会員 
 基本的には、例会は今のままでよいという方がほと
んどでしたが、固定した席順にならないよう、たまに
は席を変えて、もう少しいろんな職業の方と話をする
ことが、ロータリーの基本である職業奉仕にもつなが
るのではないかという意見が出ました。 
 まだまだ私語が多いのではないかという話もござ
います。講師の先生に失礼に当たりますので、Ｓ.Ａ.
Ａ.の方としては言いにくいと思いますが、先輩に遠
慮しないで「ちょっと静かにしてください」と言ってい
ただいたらどうかなということです。 
 それから、改革もいいですけれども、例会には昔
の良さを残して、徐々にいいものに改革をしていっ
てほしいと意見がございました。 
 また、遅れた方がどこへ座ろうかと思ってうろうろさ
れていることがございます。もう少し席に余裕があっ
たほうがいいと思います。突然ゲストの方がお越しの
こともありますので、あと１テーブル増やしていただ
けたらありがたいなということでした。 
 

第３グループ  桑  雅宣会員 
 食事については、年を取ってきているので、量より
質だということと、食事の時間をもう５分ぐらい増やし
てほしいという意見がありました。 
 例会に何を求めて来るかという難しい話ですけれ
ども、皆さんのお話では、例会に来たらほっとすると
いうことでした。特にほっとする時間は、例会に来て
から食事が終わるまで、皆さんといろんな世間話を
したりする時間だということでした。 
 卓話につきましては、年に何回かでいいから、知
名度の高い、記憶に残る講師を呼んでほしいという
お話がありました。 
 最後に、例会にも変化があったほうがいいのでは
ないかということで、月に１回ぐらいは夜間や早朝に
行ってはどうかという意見が何件かありました。 
 
第４グループ  牧浦  徹会員 
 例会の数は、以前は毎週開催し、年に５０回近く行
っておりました。何年か前からは年間４０回ぐらい、
祝日のある週は休んでもよいということになりました。
月２回で十分ではないかという意見が出ました。仕
事がかなり制約を受けるというのがその理由の一つ
でした。一方で、以前のように５０回ぐらいやったほう
が引き締まっていいのではないかという意見もありま
した。その上で、会員の増強の際に、例会が毎週と
いうのは、びっくりされることがあり、勧誘しにくいとい
う意見もありました。また、夜の例会もたまにやっても
いいのではないかという意見が出ました。 
 卓話については、せっかく遠方から講師にお越し
いただいているのですから、セレモニーを短くして、
３０分ないし場合によっては４０分ぐらい取るときがあ
ってもよいのではないかという話がありました。また、
私語についてはマナーの上で絶対に駄目だという
話も出ました。 
 
第５グループ  林  輝一会員 
 良い点として、「例会がアットホームな雰囲気であり、
会場を含めてほっとする」「例会に関しては全然不
満はない」「堅くなく、柔らかくなく、ちょうどいいんじ
ゃないか」「いろんな職業や異業種の方の卓話がお
もしろくて楽しい」というご意見をいただいております。 
 希望としては、著名な方の卓話があればという意
見と、逆に会員の卓話をもう少し増やしてはどうかと
いう意見もいただきました。あと、会場変更をしたり、
夜の例会もあれば雰囲気も変わって楽しくなるので
はということでした。 
 悪い点としては、雑談・私語が多いので、もうちょっ
とぴりっとしたほうがいいのではという意見もいただ
いております。 
 
第６グループ  伊森隆教会員 
 卓話の時間をもう少し確保しなければならないの
ではというご意見がありました。あとは、同じ席に座
って同じ人としか話さないので、月に一回席替えが
あってもいいのかなというご意見もありました。今日も
写真撮影がありましたが、こういったことを利用して、
遠方からのメーキャップを増やしていってはどうかと
いう意見も出ました。会員卓話をもう少し増やして、
皆さんのお仕事ぶりなどを聞いてみたいというお話
もありました。あと、出席することで、会員個人の人
間性・職業倫理を向上させ、職業奉仕の精神を育
むこと、会員同士のエンゲージメントを高めていくに
はどうしたらいいか考えていかなければいけないと
いう意見がございました。 
 
 



総括  安田志郎副会長 
 今のままでいいというご意見も多
かったようですが、食事の前の懇
談が楽しいというのは私もそうです
ので、もっといろいろな方と話せる
工夫があるといいかなと思います。 
 卓話中の私語につきましては、
Ｓ.Ａ.Ａ.に注意してもらってよいと
思います。 

 食事については、人によって必要な量も違うので、
どうするか難しいところです。 
 あと、目についた意見は夜の例会についてです。
一応やってみたいなという話も多いですけれども、
反対の方もおられました。反対する意見というのも出
てきてもいいのではないかなと思います。なぜでき
ないのか、せっかく話に出たのになぜ反映されない
のかということ自体を考えるのが大切だからです。 
 今回、初めての試みで楽しかったですし、１５分で
は少ないですから、もっと討論できる場があればい
いと思います。今回の試みをきっかけとして今後に
つながっていけばよいかと思います。どうも皆さんあ
りがとうございました。 
 
 
クラブアッセンブリー 
 
ガバナー補佐挨拶 吉田勝亮ガバナー補佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 それでは、例会に引き続き、クラブ協議会をよろし
くお願いいたします。本日、大和高田ＲＣの例会に
出席させてもらいまして、人数が多く本当に活気が
あるなと、まず思いました。 
 また、クラブフォーラムとして、例会についての意
見を聞かれたのも、本当にすばらしいことだなと感
服した次第でございます。 
 その中で、「例会に来て、ほっとする」というご意見
がございました。また、食事の時間が短いとか、卓話
の時間が短いというご意見もございました。私も食べ
るのが遅いので、そのように感じることがございます。 
 一例として、あすかＲＣでは、コロナをきっかけに例
会の時間帯を変えました。現在は１２時から体操を
始めて、１２時１５分から３０分間、ゆっくり食事をとり
ます。１２時４５分からセレモニー、そして１時から卓
話を行うことで、食事もゆっくり食べられますし、メン
バー同士が話す時間も取れて、私はよかったと思っ
ております。 
 私はガバナー補佐になってもう３年目となります。
その仕事として、地区への報告書を書きますが、あ
らかじめある程度まとめてまいりました。本日はまず
それをお伝えした上で、違うところがございましたら、
ご指摘いただきたいと思います。 
 まず、クラブ協議会に当たりまして、地区からクラブ

に質問状を送り、ご回答をいただいております。そ
れを皆さん方と共有して、協議に入らせていただき
ます。 
 クラブとして非常に困惑している問題について。
「新入会員が少ない」「会員が高齢化しており、考え
方が硬直化している」「７５歳以上の方は夜間例会に
猛反発」「地域的に活力がなく、地域でよい話が少
ない」。 
 会員増強の現状。問題点として、「新入会員が少
ない」「日本全体的においても経済が鎮静化してい
るが、特にこの地域は経済に活力がなく若者がいな
い」。短所として、「会員の平均年齢が高い」「他クラ
ブとの交流が少ない」「全体的に保守的だ」。こういう
回答を地区にいただいております。 
 そして逆に、クラブの長所、いいところにつきまして
は、「例会出席率が高い」「同好会、趣味の会が多
数あり、会員相互の親睦が盛んである」。こういう回
答をいただいております。 
 そして、私の所感として、現状における問題点に
ついて、いいことも悪いことも書かせてもらっていま
す。ここは間違っていたらご訂正願います。 
 「委員会活動が中心になっており、必ずしも全体
事業活動への参加者が多いとは言えない」。 
 「近年、米山奨学生の受け入れ、青少年交換留学
生等の事業に参加していない。また、米山奨学生の
寄附が県下で、大和高田ＲＣだけが半額になってい
る。事業の趣旨をしっかりと理解して、大きな気持ち
で対応いただけることを期待している」。 
 「大和高田ＲＡＣの会員数が以前に比べ激減して
いる」。現在４名とお伺いしております。 
 「高齢のメンバーも多く、将来のロータリー活動の
ことを考え、４０代、５０代の会員の増強が必要と思わ
れる」。 
 「会員数が多く、歴史のあるクラブなので、どうして
も地区別のグループや仲良しグループができてしま
うおそれがあり、疎外感を感じるメンバーが生じる懸
念がある」。 
 その他のガバナー補佐所感は次のとおりです。 
 「定款細則をしっかり作成されて、定期的な改定も
されている。内規まで作っていないクラブが多い中、
内規も明文化されていることに感心した。改めて、例
年継続してしっかりクラブ運営をされていることが理
解できた」。 
 「地区に３名の方に出向していただいていることに
ついてお礼を言いたい」。 
 「それぞれの地区、高田地区３９名、香芝地区
２０名、広陵地区１０名、葛城新庄地区１０名、葛城
當麻地区８名、結びつきは強く、年２回は地区別の
情報集会を行い、また委員会別組織を３つ、ＡＢＣ
に系統的に分類され、それぞれの委員会組織でも
年２回は情報集会を開催されていることに感心した」。 
 「そして、上記情報集会以外に、クラブアッセンブリ
ー、クラブ協議会、クラブフォーラム、討論会を複数
回開催していることに感心するとともに、会員相互の
親睦が図れており、風通しのよいクラブであると思
う」。 
 「趣味の会委員会が常設されており、趣味の会が
合計９つ、スポーツ関係が３つも設置されていること
に驚くとともに、会員相互の親睦、交流の深さに感
銘を受けた。特に、ランニングクラブは毎年奈良マラ

 



ソンに参加して、フルマラソンを完走することに称賛
を送りたい」。 
 「会員及びその家族の健康増進に寄与するため、
健康管理委員会が常設されていることに感銘を受け
た」。 
 「クラブ内各５地区ごとに新入会員を推薦し、また
カウンセリングに当たっているので、ロータリアンとし
ての資質も高く、退会者も少ない。以前は会員数
１００名を超えており、今現在は８７名と徐々に減って
きてはいるが、会員数の維持に頑張っているクラブ
と評価している」。 
 こういう所感も書かせていただいていますが、何か
特に間違っていることはないですか。 
○村島靖基副委員長 
 ローターアクトの人数が４名ということでしたが、増
強に成功して現在は７名、本日からは９名になって
います。 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 すばらしいことだと思います。ローターアクトがある
のは県下では３つのクラブですが、大和高田ＲＣ様
には特に頑張っていただいているようです。 
 
会長挨拶  山田  博会長 

 ガバナー補佐からお話しいた
だきましてありがとうございます。 
 当クラブは、本年、創立６５周
年を迎えました。本日の例会で
ありましたように、ロータリーの活
動、例会、事業も含めてもう一回
見直そうという年にしております。

いいところを残しながら、ちょっと変えたほうがいいと
か、マンネリであったらやめたいということを考えて
おります。 
 私はロータリー歴１５年目ですけれども、ほとんど
の事業が変わっておりませんので、ここで必要なとこ
ろは残して、あるところは縮小して、人数においても
減ってきていますので、予算に応じた委員会構成も
考えていかないといけない時期に来ているのかなと
考えております。 
 それを会長の言葉としてクラブ概況報告書にも書
いておりますけれども、最終的には、これからクラブ
長期ビジョン検討委員会がありますので、そこでもう
一度見つめ直そうとしております。 
 会員の皆さんの意見を調節しながら、６６年、６７年
と進んでまいりたいと思います。京都ＲＣのような
１００周年はまだまだ先でございますけれども、活動
を長く、活発にしていただきたいと思っております。 
○クラブ概況報告 木原常裕幹事 
 沿革等は昨年と全く同じなので、変わったところの
み述べさせていただきます。 
 現在会員数は８７名、うち女性会員が４名、最年長
が９１歳、最年少が３８歳、平均年齢が６８.２歳となっ
ております。昨年度の出席率は９３.１４％でした。 
 昨年度の事業といたしまして、職業奉仕委員会で
は、３市１町の社会福祉協議会と連携し、フードラン
「もったいないをありがとうに変えるプロジェクト」を実
施し、生活困窮者へ食料支援、及びクリスマスに児
童約８３５人分のお菓子の支援を行いました。 
 職業奉仕委員会事業として、子供たちに交通ルー
ルを教え、守らせる活動をしました。また、高田警察

署、香芝警察署の協力を得て、地域の小学生に交
通安全意見ポスターを製作してもらい、優秀作品等
の表彰式を行いました。 
 青少年奉仕委員会として、１２月に橿原の佐藤薬
品スタジアムで、元阪神タイガースの選手や、地元
大和高田クラブの協力の下、少年少女野球教室に
約３５０人参加いただきました。同じく、１２月に青少
年奉仕委員会が御所実業高等学校において約
６５０人出席の下、青少年のためのラグビー教室を
行いました。 
 また、４月に、地域で暮らす子供たちや地域住民
１７０人にご参加いただき、大和高田歴史ウォークと
して、高田川５つの橋の検証をし、スタンプラリーマ
ップを作成、大和高田の魅力を再発見するとともに、
歴史の理解を深めることを行いました。 
 その上で、現在のハザードマップに照らし合わせ、
いざというときの防災・減災意識を高めていただくこ
とを目的とする事業を開催いたしました。この事業は
ガバナー賞を頂戴いたしました。 
 本年度の事業といたしまして、ロータリー財団補助
金を頂いた事業として、来年２月に社会奉仕委員会
による、高田川の桜の植樹を予定しております。 
 また、１１月には青少年奉仕事業として當麻寺中
之坊におきまして、写経・写仏体験を行います。い
ずれも後ほど担当委員長より詳しく話していただきま
す。 
 
○地区会員増強拡大委員会  鈴木勝士委員 
 私は自分から地区に行きたいということで、３年前
から行かせていただいております。地区への出向は
本当に勉強になっています。福井ＲＣや甲賀ＲＣの
委員長様には特にお世話になっています。委員会
の中では私が最高高齢者でございまして、オジキと
言われています。毎月委員会が終わった後には、
皆で食事会に行くことをこの委員会のモットーとして
おります。私の次もぜひ当クラブのメンバーの若い
人に行っていただきたいと思います。 
 地区委員会でまず初めに自己紹介、クラブの紹介
をしますと、会員数が８７名あることをとてもうらやまし
がられます。ですので、皆さん方、自信を持って、地
区へ出向して、ロータリーの勉強をしていただきたい
と思います。若い人が地区へ勉強を兼ねて行くとい
うのも、視野を広める意味でよいことだと思います。 
 
○地区職業奉仕委員会  村島靖基副委員長 
 今年度も副委員長を仰せつかっております。今年
度からガバナーのご方針で、社会奉仕委員会と職
業奉仕委員会とが横断的に協力して、講演会や事
業を一緒にやってくれないかというお話がございま
した。全国的に会員が減少傾向にあり、人数の少な
いクラブでは、職業奉仕委員会と社会奉仕委員会と
青少年奉仕委員会を３つ一緒にして、奉仕プロジェ
クト委員会とされていたりします。実際、事業内容と
して各奉仕が被っているような内容もございますの
で、それであれば、一緒のクラブで事業をしていた
だくのもいいのではないかと考えております。地区の
職業奉仕委員会といたしましては、職業奉仕の理念
を伝えていくというところに重きを置いて活動してま
いります。 
 

 



委員長発表 
Ａ班 
〇会員選考委員会  髙木美香委員長 
○会計  吉井英一郎会計 
 （代読 木原常裕幹事） 
○Ｓ.Ａ.Ａ.  堀内邦郎Ｓ.Ａ.Ａ. 
○会員増強委員会  池木啓仁委員長 
〇職業分類委員会  甲村侑男委員長 
○ロータリー情報委員会  𠮷川雅章委員長 
○公共イメージ委員会  脇本𠮷清委員長 
○会報・資料委員会  酒本良司委員長 
○雑誌・ＩＴ委員会  吉岡寛人委員長 
 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 挨拶で申し上げましたように、私は連絡調整役で
すので、指導できる立場でもございませんが、少し
気づいたことだけ、私に答えられる範囲でお話をさ
せていただきます。 
 まず、Ｓ.Ａ.Ａ.で「静かに」というプラカードを作られ
て、まだ使ってないということでした。どうしても私語
をしてしまうものですので、使われてもいいのではな
いかなと思います。 
 次に、会員選考委員会と会員増強委員会の件で
す。質と量という問題がありまして、その辺も難しく、
誰でも入れたらいい、人数さえ増えたらいいというも
のではないと私は思っております。人格的にも社会
的にも経済的にも、紳士で認められた人しか入れな
い、それでこそロータリーの値打ちがあるのではな
いかと個人的に思っておりますので、その辺の質を
しっかりと会員選考委員会のほうで考えていただけ
たらなと思います。 
 それと、会員増強の手法ですけれども、よく言われ
ているのは、オープン例会といって、例会に一般の
人に参加してもらったり、事業で異業種交流会を開
催して、そこで懇意になって入ってもらうというやり方
です。また、ＪＣや商工会の青年部と合同例会を開
催して、そうしたつながりの中で会員に入ってもらう
という手法があるようです。 
 また、いろいろハードルが高いという場合は、衛星
クラブという仕組みもございます。衛星クラブは８人
から作れますので、こうしたやり方も利用して、どん
どん増強を図ってもらえたらなと思います。 
 それと、職業分類委員会の甲村会員から、危機管
理についてもご意見をいただきました。セクハラやパ
ワハラの基準も昔と違ってきており、うかうかしたらク
ラブ解散というようなことにもなりかねない、そんな時
代です。地区では、危機管理委員会なり、危機管理
をする窓口を作りなさいということを言っております。
紳士の集まりですので、めったにあるものではありま
せんが、それを作っていないと、万一何かあったとき
に、会長や幹事が本来のクラブ運営に専心できな
いということにもなります。危機管理委員会という窓
口で対応してもらって、その上で会長や幹事も処理
に当たるという手順を取りなさいと言われているよう
に思います。 
 危機管理のマニュアルは、地区でできており、各ク

ラブにも送られております。ですから、マニュアルや
規約をいつまでに作られなければならないということ
でもないのかもしれません。ですので、地区のマニ
ュアルも参考にしながら、必要ならクラブ独自でマニ
ュアル・規約も作っていただけたらなと思います。 
 あと、ロータリー情報委員会の件で、情報をメンバ
ーに提供する方法ですが、橿原ＲＣではメンバー全
員がＬＩＮＥグループに入ったところ、連絡がものす
ごくスムーズにできるようになったという報告も受けて
おります。参考にしていただけたらなと思います。 
 あと、会報を内製化するという話も以前お聞きした
ように記憶しておりますが、自分のところで作ってい
るところも多くあります。検討していただいてもよいか
なと思います。 
 それから、雑誌・ＩＴ委員会の件については、ホー
ムページを作成されており、外部メンテナンスをしっ
かりやられているとのことです。中には作りっぱなし
のクラブもございます。一方で、時代の流れで、ＳＮ
ＳのフェイスブックやＸを利用してクラブのＰＲをされ
ているクラブもございますので、参考になればと思い
ます。 
 
○甲村侑男委員長 
 地区委員会の活動計画には、危機管理体制を整
備するようにと書いてあります。各クラブの指導をさ
れる中で、今年度中に作らないといけないとか、そ
んなことはないわけですか。 
 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 私が捉えている範囲では、規則を作るというよりも
窓口を作りなさいということです。あるにこしたことは
ないと思います。窓口として危機管理委員会を作る
とか、どこかの委員会が窓口になるという対応をしな
いと、万一何かあったときに、会長や幹事がそれに
時間を取られて、クラブ運営がスムーズにいかない
というようなことがないように、クラブ内でそういう仕組
みを作りなさいと、こういうふうに私は捉えております。 
 
○甲村侑男委員長 
 委員会規則ということで、参考事例をいただいて
おりまして、今後はクラブの細則等々に作りなさいよ
というようなことを書かれていますので、ほかのクラブ
はどのようにされるのかなというのをお聞きしたいの
ですが、ほかのクラブでそういう質問は上がったこと
はないですか。 
 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 私は７クラブ担当しておりますが、特に定款や細則
にそれが掲げられているところはまだないですね。
これからの取組だと思います。 
 
○甲村侑男委員長 
 ありがとうございます。必要に応じて文面を作らな
いといけないかなと思っておりますので、また、会
長・幹事会等で状況を説明していただければと思い
ます。よろしくご指導の程お願いいたします。 



行かれましたら、２６５０地区の地区ナイトが必ず開
催されますので、それにも顔を出していただくことを
お願いしておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 それと、米山奨学会委員会ですけれども、目標が
一人２万４０００円以上という中で、大和高田ＲＣに限
っては、今、１万２０００円ということで一昨年から変え
られております。これは寄附なので、強制することは
できませんけれども、中本前ガバナーも、もっと大き
い気持ちで捉えよということを言われていましたので、
またご検討いただきたいなと思います。 
 反日感情の強い中国人の方が多いではないか、
もっとほかの国の人をたくさん入れたらどうだという
意見もあります。しかし、面接すると、よくできる方に
は、中国の方が多いそうです。よくできるほうから取
ると中国人ばかりになってしまうとのことです。そんな
中で半分以下に抑えるように努力・工夫をしていると
いう話は私も聞いております。 
 かえって反日感情の強い国から来てもらって、日
本を好きになってもらうというのも、一ついいことなの
ではないかなと思ったりします。そして、大和高田Ｒ
Ｃの場合は、任意寄附で集められているから大変だ
と思いますけれども、私のクラブは会費で集めてい
ます。そうして集めるのも一つの手法かなと思います。 
 そして、今回、地区補助金を利用されるということ
ですけれども、せいぜい利用してもらうとよいと思い
ます。今まで地区補助金をもらうのはハードルが高
かったらしいですね。しかし、そうではなく、みんなに
還元するのが補助金ではないかということで、今、
９６クラブ中９０クラブが補助金を申し込んでいるよう
な状態です。引き続いてぜひ補助金申請をしてい
ただけたら思います。 
 地区補助金以外にグローバル補助金もあります。
これは使わないならば地区から返さなければなりま
せん。ぜひグローバル補助金の活用もお考えくださ
い。今年度は奈良ＲＣと桜井ＲＣの２クラブが申請し
ております。結構、大きな金額が下りるので、そんな
研究もしていただけたらと思います。 
 研修・規定委員会ですけれども、ＲＩの標準定款が
２０２５年に改定になりますので、これに伴い、各クラ
ブも改定しなければいけないことになっていますの
で、ぜひお取り組みください。 
 改定の手順も大和高田ＲＣはしっかりと確立されて 
 
 
 
 
 
 

いるなと感心しておったところです。内規等もしっか
りと精査していただいて、いいところは残して、変え
るべきは変えていくという考え方が大事ではなかろう
かと思います。 
 こういったところでございますが、指導する立場で
はなく連絡調整役でございますので、また疑問点が
あれば、私におっしゃってくだされば、地区にしっか
りと確認させていただきます。 
 
ガバナー補佐講評  吉田勝亮ガバナー補佐 
 先ほど来、いろいろと申し上げましたが、大和高田
ＲＣは、奈良第２グループで一番の中心的存在であ
ると考えております。メンバーが一番多いですし、一
番しっかりやられております。出席率も高いし、よく
やられているなと。地区にも３人の方に出向してご活
躍いただいているということで、大変評価させていた
だいています。よく頑張っていただいているクラブだ
と考えております。 
 最後に私から質問ですけれども、今度、ガバナー
公式訪問がありますが、そのときにガバナーから直
接聞きたいことがございましたら、報告書に書かせ
ていただきます。公式訪問の懇談会でガバナーから
直接回答をもらうことになっております。この機会に
もしガバナーからお聞きになりたいことがございまし
たら、お聞かせください。 
○吉田  暁委員長 
 ＲＩの会長が途中で変わりました。こちらの事情を
お聞かせいただけないでしょうか。うわさでは聞いて
いますけれども。 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 ちゃんと書いておきます。青天の霹靂で、国際大
会の前に突然辞められました。よっぽどのことがあっ
たんだろうとは思いますが、その辺の真相、ガバナ
ーもどこまで知っておられるのかどうか、それはちょ
っと疑問ですけれども、それは質問しておきます。 
 それと、今年度からＲＩ会長のメッセージがなくなり
ました。これも不思議な話です。その辺も併せてガ
バナーに質問させていただきたいと思います。 
 
閉会の言葉  安田志郎副会長 
 本日はご出席の皆様、長い時間、ご発表ご討論い
ただきありがとうございました。 
 これはプライベートな話になりますが、私と吉田ガ
バナー補佐は幼稚園、小学校、中学校、ずっと一緒
でして、しかも仲がよく、ずっと遊んでいる友達です。
一緒のクラスになったことはないんですけれども、気
が合ってよく遊んでおります。今日は、７０歳を目前
にして初めて隣に座らせていただきました。非常に
思い出深い日になりました。 
 吉田ガバナー補佐、本日はどうもありがとうござい
ました。 
 
ロータリーソング「手に手つないで」 
 

 
 
 
 
 
 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

10月21日 87 55 45 10 5 32 26 0 92.83％ 
10月７日 87 55 47 ８ 0 32 23 0 89.74％ 
９月28日 87 55 32 23 3 32 ９ 1 69.23％ 

※10月７日は弁当残数０個を達成しました。引き続きご協力をお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ班 
○管理運営委員会 安田志郎委員長 
○出席委員会  山下精久委員長 
○親睦委員会  田中康正委員長 
○プログラム委員会  清水良彦委員長 
○ニコニコ箱委員会  上田麻子委員長 
○健康管理委員会  堀川巳清委員長 
○趣味の会委員会  川村英亮委員長 
 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 出席委員会について、去年の出席率が９３.１４％と
いうことで、大和高田ＲＣは本当に出席率が高いん
ですよね。平均年齢の高いクラブは出席率が高いよ
うに思います。昔からの習慣で１００％出ないといけ
ないという意識があるんでしょうね。例会出席はロー
タリーの基本ですので、今後ともぜひ推進を図って
いただきたいと思います。 
 親睦委員会について、今日の例会での発表を聞
いていますと、例会の席は固定なんですかね。何か
そういうニュアンスで聞いておりました。自由なんで
すか。自由にすると仲良しばっかり集まってしまうと
いうようなこともありますので、もしよかったら、私のク
ラブもそうですけれども、親睦委員会が勝手に席を
並べて、シャッフルするということもやっていただけ
たらいいかなと思います。 
 そして、６５周年ということで、今回はクラブ内でご
家族も含めて式典をすると伺いました。盛会を心か
らご祈念申し上げます。 
 プログラム委員会については、メンバーの卓話が
少ないということでした。私のクラブではメンバーの
卓話がメインとなっております。自分ができないとき
に外部講師を頼んでくるというやり方でやっていま
す。おっしゃるように、メンバーが卓話するのが、メン
バーのことをよく知れていいのかなと思います。 
 ニコニコ箱委員会ですけれども、今日も多数のニ
コニコをされて、すごい数だなと感心しておりました。
ニコニコは会費では集めずに、寄附だけで集めて
おられるんですか。それはもちろんそれでいいんだ
ろうと思うんです。私のクラブの場合は、半分だけ会
費で集めてしまっています。そんなことも参考にして
いただいたらと思います。 
 それと、大和高田ＲＣの特徴として健康管理委員
会がございますが、家族も含めてということで、本当
にすばらしい仕組みだなと思います。 

 そして、趣味の会委員会について。ロータリーは
楽しくなければならない、親睦と友情が一番大事で
す。９つも同好会を持っているところは大和高田ＲＣ
だけです。２つ、３つというところが多いですね。す
ばらしいところなので、その辺しっかりとやっていた
だけたらなと思います。 
 
Ｃ班 
○奉仕プロジェクト委員会  辻  修委員長 
○職業奉仕委員会  村井善治委員長 
○社会奉仕委員会  松村裕玄副委員長 
○青少年奉仕委員会  松村實昭委員長 
○ローターアクト委員会  川中教正委員長 
○国際奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
○米山奨学会委員会  村野淳二委員長 
〇ロータリー財団委員会  吉田  暁委員長 
〇研修・規定委員会  桑  雅宣委員長 
 
○吉田勝亮ガバナー補佐 
 職業奉仕委員会の活動として、こども食堂につい
てお聞かせいただきました。奈良中央ＲＣが独立さ
れましたが、こども食堂の活動に特化したクラブ運
営ということです。新大宮の駅の近くにこども食堂を
作られて、表はお菓子屋さんにして子供が入りやす
いようにされているそうです。貧困家庭だと思われる
ということに配慮されてのことで、夜はスナックに変
わって飲み屋をやっています。資金を作るためと、
そんなふうに聞いております。 
 大和高田ＲＣにおかれましても、経済的に困って
いる家庭に支援していくんだというお話ですので、
ぜひお願いしたいと思います。 
 それと、社会奉仕委員会では、千本桜の高田川に
桜を植樹するとのことです。今年のメイン事業として、
補助金も取られて行われるとのことですので、吉野
も有名ですけれども、高田の桜もそれに負けず劣ら
ずすばらしい桜なので、頑張って維持していただけ
たらなと思います。 
 また、今年度は當麻寺で子供たちを招いて、写
経・写仏をするという新しい取組をされるということで、
すばらしい事業だなと思います。 
 そして、ローターアクト委員会ですが、ローターア
クトは７名に増員されて、まだ２名入ってくれるかも分
からんということで、本当に勢いを感じるわけであり
ます。 
 ＲＩではロータリークラブもローターアクトも同列だと
いうふうにしてしまいまして、日本では親クラブが手
を放したら、存続できないので、考えられないと思い
ます。恐らくアメリカなどでは、寄附文化が根付いて
いるので、若いローターアクトクラブが事業をしたら
寄附を集めて、それで十分に運営していけると、そう
いう仕組みになっているんだろうと聞いております。 
 次に、国際奉仕委員会です。今年度の国際大会
は、台湾が会場ということで、日本からものすごい人
数がいらっしゃると想定されます。姉妹クラブを結ば
れているところも多いですので、おっしゃるように、
早く飛行機を押さえないことには、行きたくても行け
ないというようなことも起こりますので、ぜひ早くして
いただきたいなと思います。登録料の点でも、なる
べく早く登録しておくのが有利です。そして、大会に




